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Ａ.２０１５年３月期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）
（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2015/3期

 
実績

 
①

2014/3期

 
実績

 
②

増減額

 
（前年比）

 
③＝①－②

増減率

 
（前年比）

④=③÷②ｘ100

通期予想

 
（1月30日発表）

⑤

差額
⑥＝①－⑤

率

 
⑦＝⑥÷⑤ｘ

 
100

売上高 １９，２４９ １７，５２４ １，７２４ ９．８ １８，７００ ５４９ ２．９

営業利益 ５０８ ４０８ ９９ ２４．３ ４５０ ５８ １２．９

経常利益 ５９５ ５０１ ９４ １８．８ ５３０ ６５ １２．４

当期

 
純利益

２６３ ２６３ ０ ０．１ ３００ △３６ △１２．１

2）連結経営指標

 

（前期実績）

・売上高営業利益率

 

２．６％

 

（２．３％）

・売上高経常利益率

 

３．１％

 

（２．９％）

・ＲＯＥ

 

５．１％

 

（５．２％）

・ＲＯＡ

 

１．９％

 

（２．０％）
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2015/3期 2014/3期 増減

総資産 １４，５３６ １３，７７４ ７６１

自己資本 ５，３１９ ４，９５８ ３６０

（単位：億円）

Ⅰ. 経営状況

Ｂ.財政状態

2015/3期

 
実績

 
①

2014/3期

 
実績

 
②

増減額

 
（前年比）

 
③＝①－②

営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） ７４５ ５７８ １６６

投資活動によるキャッシュ・フロー

 

（Ｂ） △２２３ △５８１ ３５７

フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ） ５２１ △２ ５２４

財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ） △３３６ ５８ △３９４

現金及び現金同等物に係る換算差額（Ｄ） ４３ ６６ △２２

現金及び現金同等物の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） ２２８ １２２ １０６

現金及び現金同等物の期首残高 １，２５９ １，１３６ １２２

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額 １ ー １

現金及び現金同等物の期末残高 １，４８９ １，２５９ ２３０

Ｃ.キャッシュ・フローの実績
（単位：億円）
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Ｄ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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Ⅰ.

 
経営状況

Ｅ.直近５年間の経常利益と当期純利益の推移
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Ⅰ.

 
経営状況

1）複合事業

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ７，４２３ ７，２１７ ２０６ ２．９ ７，４３８ ９９．８ △１４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １８２ １５１ ３０ ２０．０ １７９ １０１．３ ２

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １，８７５ １，８５３ ２１ １．２ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６８ ５４ １４ ２６．１ ３．６

 

（２．９）

概況

・

 

前年の消費増税前の駆け込み需要の反動により、鉄道、トラック輸送の取扱いが減少

・

 

倉庫は食料品関連の取扱いが増加し、通販関連をはじめとするロジスティクス業務も好調を維持

・

 

３月の引越商戦は、件数・売上げとも前年実績超

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ５５４ ５４６ ７ １．４ ５５６ ９９．６ △１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ １１ △３ △２６．４ １２ ７１．１ △３

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １３８ １３６ １ １．４ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２ ２ ０ ２１．９ １．８

 

（１．５）

概況
・

 

昨年４月に開始した金融機関の設定便など、新規業務が順調に推移

2）警備輸送 （単位：億円、％）
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Ⅰ.

 
経営状況

3）重量品建設

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ４６８ ３６６ １０２ ２７．９ ４１２ １１３．８ ５６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２１ １９ ２ １２．７ ２１ １０２．７ ０

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １１１ ８９ ２１ ２４．０ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ４ △０ △９．６ ３．８

 

（５．２）

概況
・

 

国内の風力発電・重電関連の取扱いが増加

・

 

海外の大型プラント工事が売上げを伸ばしたが、前年の重電関連との収益性の違いにより、減益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況
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Ⅰ.

 
経営状況

4）航空

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ２，１０７ １，８１７ ２９０ １６．０ １，８６２ １１３．２ ２４５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １０１ ５６ ４５ ８１．３ ６０ １６７．９ ４１

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ６８５ ４６２ ２２２ ４８．１ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５５ １０ ４４ ４０４．１ ８．０

 

（２．４）

概況
・

 

米国西岸の港湾労働争議の長期化により、チャーター便輸送を実施し、輸出貨物が大幅に増加

・

 

輸入貨物、国内貨物は、消費増税前の駆け込み需要の反動減があったが、堅調に推移

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，１８８ １，３１７ △１２８ △９．８ １，２００ ９９．０ △１１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４９ ５１ △２ △４．０ ４５ １０８．７ ３

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２９２ ３１４ △２１ △６．９ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ ５ ４ ９０．６ ３．３

 

（１．６）

概況

・

 

設備輸送関連の輸出が売上げを伸長し、一般商業貨物の取扱いにも回復の兆し

・

 

内航海運は、消費増税前の駆け込み需要でトラックから内航船にシフトした反動により、減収

・

 

商戦期における海外引越の取扱い増により、増益

5）海運 （単位：億円、％）
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Ⅰ.

 
経営状況

6）米州

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ７９１ ６９０ １００ １４．６ ７４３ １０６．５ ４８

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３４ ２８ ５ １９．７ ３０ １１１．３ ３

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２１９ １７８ ４０ ２２．５ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６ ７ △１ △１７．６ ３．０

 

（４．４）

概況
・

 

メキシコでの海運・輸入及び航空・輸出フォワーディングの取扱いが、好調を維持

・

 

米国からメキシコへの航空・転送業務の減少、米国での外注費単価上昇により、減益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ８３６ ７２７ １０８ １４．９ ８３４ １００．３ ２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２３ ７ １６ ２３２．５ １０ ２２１．７ １３

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２３６ ２１０ ２６ １２．４ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５ 1 ４ ３５４．３ ２．４

 

（０．６）

概況
・

 

航空・輸出フォワーディングの取扱いが、第３四半期に続き、ドイツ、スペインを中心に増加

・

 

フランコ・ヴァーゴ社の航空・輸出入の取扱いも好調を維持

7）欧州 （単位：億円、％）
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Ⅰ.

 
経営状況

8）東アジア

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，０１３ ９２１ ９１ ９．９ １，００３ １０１．０ １０

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １９ １２ ６ ５４．５ １４ １３３．２ ４

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２７９ ２７３ ６ ２．５ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４ ２ １ ６８．２ １．５

 

（０．９）

概況

・

 

現地通貨ベースにおいては、減収、増益

・

 

中国における航空・海運フォワーディングの取扱いや、華南地域のミルクランの取扱いが好調を維持

・

 

台湾では、倉庫配送業務が堅調も、前年のスポット貨物の反動で、減収

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ６４６ ５１３ １３２ ２５．８ ５８０ １１１．４ ６６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ １４ △５ △３５．１ １５ ５８．９ △６

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １９１ １３７ ５４ ３９．６ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 △１ ４ △５ △１２８．２ △０．７

 

（３．３）

概況
・

 

地域全体で航空・輸出入の取扱いが増加し、倉庫配送を中心とする域内ビジネスも堅調に推移

・

 

事業拡大に伴う初期費用のほかに各種コストも増加し、減益

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）
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Ⅰ.

 
経営状況

10）販売

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 ４，２０１ ４，１２８ ７３ １．８ ４，２２５ ９９．４ △２３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６４ ４８ １５ ３２．３ ５４ １１７．２ ９

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ９８８ １，１３４ △１４５ △１２．８ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １８ １４ ３ ２５．２ １．８

 

（１．３）

概況
・

 

石油類の販売単価が下落したことにより、減収

・

 

輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が引き続き堅調に推移し、増益

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

実績 前年同期対比 業績予想（1/30発表）対比

15/3期 14/3期 増減額 増減率 予想 進捗率 差額

通
期

売上高 １，４３６ ６１４ ８２１ １３３．７ １，３９４ １０３．０ ４２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２６ ２０ ６ ３０．９ ２３ １１０．６ ２

４
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ４５２ ３０６ １４６ ４７．６ ４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ １０ △２ △２４．２ １．８

 

（３．５）

概況
・

 

第３四半期から連結子会社化した日通ＮＥＣロジスティクス社が、売上げの増加に寄与

・

 

消費増税前の駆け込み需要の反動減があり、減益

11）その他 （単位：億円、％）
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増減要素

変動要素 連結（通期） 参考

燃油費単価変動

 による影響
燃油費

 

△１０．８億円

（費用減）

（前年同期）

軽油

 

：１１０．５５円／ℓ（１１４．９２円）

ガソリン：１４４．４０円／ℓ（１４７．２１円）

船舶重油：

 

６６．４７円／ℓ（

 

７１．２４円）

為替による影響

売上高

＋２１９．５億円

営業利益

＋４．３億円

年間平均為替レート（※）

 

（前年同期）

ＵＳＤ：１０５．８５円

 

（

 

９７．６５円）

ＥＵＲ：１４０．４２円

 

（１２９．６８円）

ＨＫＤ：

 

１３．６５円

 

（

 

１２．５９円）

ＲＭＢ：

 

１７．１９円

 

（

 

１５．９１円）

第４四半期平均為替レート

 

（前年同期）

ＵＳＤ：１１４．５４円

 

（１００．４６円）

ＥＵＲ：１４３．０７円

 

（１３６．６９円）

ＨＫＤ：

 

１４．７７円

 

（

 

１２．９６円）

ＲＭＢ：

 

１８．６２円

 

（

 

１６．５２円）

（※）年間平均為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅱ.

 
外部環境の変化
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国際関連事業売上高比率

２０１６年３月期

 

４０％

国内複合事業営業利益率

２０１６年３月期

 

３％

日通グループ経営計画２０１５
－改革と躍進－

２０１３年４月１日～２０１６年３月３１日

 

（３ヵ年）

日通グループ企業理念日通グループ企業理念・ビジョン・ビジョン

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大成長性 国内事業の経営体質強化収益性

グループ各社の多様性を
活かした事業拡大成長性

ＣＳＲ経営に基づく、
事業を通じた社会への貢献社会性

日通グループ経営計画

 
２０１５

 
－改革と躍進－

Ⅲ.経営計画の進捗状況

数値目標（２０１６年３月期達成目標）

売上高 １兆８，０００億円

営業利益 ５４０億円

当期純利益 ３４０億円

総資産利益率（ＲＯＡ） ２．５％

国際関連事業売上高比率 ４０％

国内複合事業営業利益率 ３％

ＣＯ２排出量 年平均１．０％以上の削減（＊）

（＊）日通グループとして原単位で２０１０年３月期を基準
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基本戦略 項目 進捗状況

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大

2016年3月期

 
国際関連事業売上高比率

 

40%

2015年3月期実績

 

34.7％

（2015年3月期上半期実績

 

33.5％）

（2014年3月期実績

 

32.5％）

国内事業の経営体質強化

2016年3月期

国内複合事業営業利益率

 

3%

2015年3月期実績

 

2.5％

（2015年3月期上半期実績

 

1.8％）

（2014年3月期実績

 

2.1％）

【5月1日付組織改正】

１．

 

「関東ブロック」の新設

・

 

航空、海運事業部を廃止し、それぞれ航空事業支店、海運事業支店として、

陸上輸送部門とともに、関東ブロックを新設

・

 

九州ブロック、関西ブロック、中部ブロックに続き、関東ブロックにおける

組織改正の実施により、陸・海・空のワンストップ体制を構築

２．

 

本社組織の見直し

・

 

本社組織を見直し、将来の収益の柱となる新規事業開発、商品開発、

マーケティング機能を強化

・

 

グローバル事業強化のために、グローバル関連部署を拡充

日通グループ経営計画

 
２０１５

 
－改革と躍進－

 
基本戦略の進捗状況

Ⅲ.経営計画の進捗状況
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Ａ.連結業績予想

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

2016/3期予想 2015/3期実績
増減額

（増減率）

上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期 上半期 下半期 通期

売上高 9,730 10,270 20,000 9,192 10,057 19,249
537

(5.9）

212
(2.1)

750
(3.9)

営業利益 230 310 540 202 306 508
27

(13.9)

3
(1.3)

31
(6.3)

経常利益 280 350 630 250 345 595
29

(12.0)

4
(1.3)

34
(5.8)

当期

純利益
165 175 340 160 103 263

4
(2.8)

71
(69.5)

76
(28.9)

（単位：億円、％）
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1）複合事業 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ７，４３２ ７，４２３ ８ ０．１ ・

 

「地方圏」において、地域経済・マーケットの特性に

合わせた営業活動を推進

・

 

オペレーション効率の改善により、採算性を向上

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２１９ １８２ ３７ ２０．５

利益率 ３．０ ２．５

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ３，６６０ ３，６５５ ４ ０．１ ３，７７２ ３，７６７ ４ ０．１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９２ ６４ ２７ ４２．９ １２６ １１７ ９ ８．１

利益率 ２．５ １．８ ３．４ ３．１

2）警備輸送 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ５５６ ５５４ １ ０．４ ・

 

不採算業務の見直しにより、適正料金の収受が図

られるなど、収益構造が改善ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １３ ８ ４ ５４．５

利益率 ２．４ １．６

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ２７８ ２７６ １ ０．６ ２７８ ２７７ ０ ０．１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５ ３ １ ４７．１ ７ ４ ２ ６０．４

利益率 ２．１ １．４ ２．８ １．７
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3）重量品建設 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ４８９ ４６８ ２０ ４．３ ・

 

国内の風力発電・重電関連が増加する見込み

・

 

海外の大型プラント工事が継続ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２２ ２１ １ ４．８

利益率 ４．６ ４．６

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ２５７ ２４６ １０ ４．４ ２３２ ２２２ ９ ４．２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １１ １１ ０ ３．１ １１ １０ ０ ６．６

利益率 ４．５ ４．６ ４．７ ４．６
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4）航空 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 １，９５７ ２，１０７ △１５０ △７．１ ・

 

前年の特需の反動減が影響

・

 

ＢＩＬＴ－２を進化させ、業種別ロジスティクスを拡大ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７５ １０１ △２６ △２６．２

利益率 ３．８ ４．８

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ９３９ ９１８ ２０ ２．２ １，０１８ １，１８８ △１７０ △１４．４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２７ ２５ １ ６．８ ４７ ７６ △２８ △３７．３

利益率 ２．９ ２．８ ４．７ ６．４

5）海運 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 １，２２８ １，１８８ ３９ ３．３ ・

 

米州向けを中心に、自動車関連設備輸送が継続

・

 

海外引越が上半期も好調を維持する見込みｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５７ ４９ ８ １７．７

利益率 ４．７ ４．１

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ６１１ ５９６ １４ ２．４ ６１７ ５９１ ２５ ４．３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３２ ２９ ３ １０．３ ２５ １９ ５ ２８．４

利益率 ５．３ ４．９ ４．１ ３．４
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6）米州 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ９８２ ７９１ １９０ ２４．１ ・

 

好調な米国経済を背景に、自動車関連の取扱いが、

増加見込みｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ４１ ３４ ７ ２１．６

利益率 ４．２ ４．３

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ４９４ ３７４ １１９ ３１．９ ４８８ ４１７ ７０ １７．０

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２２ １７ ４ ２８．７ １９ １６ ２ １４．２

利益率 ４．５ ４．６ ３．９ ４．０

7）欧州 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ８５０ ８３６ １３ １．７ ・

 

欧州経済が緩やかに回復する中、自動車関連の航

空フォワーディングが増加

・

 

オランダにおける倉庫配送業務が拡大見込み

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２４ ２３ ０ ０．２

利益率 ２．８ ２．９

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ４０４ ３９５ ８ ２．１ ４４６ ４４０ ５ １．３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ８ １０ △１ △１８．３ １５ １３ １ １４．５

利益率 ２．１ ２．６ ３．５ ３．１
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8）東アジア （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 １，１８８ １，０１３ １７４ １７．３ ・

 

中国経済の減速が懸念されるものの、中国発航

空・輸出フォワーディングの堅調な取扱いを見込むｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２２ １９ ３ １９．７

利益率 １．９ １．９

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ５７８ ４８０ ９７ ２０．２ ６１０ ５３２ ７７ １４．６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ ７ ２ ３２．２ １３ １１ １ １２．０

利益率 １．７ １．５ ２．２ ２．２

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ７８８ ６４６ １４１ ２２．０ ・

 

航空・輸出フォワーディングや倉庫配送業務の取扱

いが堅調に推移

・

 

投資とともに、各種コストの削減にも注力

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １１ ９ ２ ２７．９

利益率 １．５ １．４

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ３６８ ２９１ ７６ ２６．１ ４２０ ３５４ ６５ １８．５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５ ６ △１ △１５．１ ６ ２ ３ １４６．２

利益率 １．６ ２．３ １．５ ０．７



Copyright © 2015 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１５年３月期決算説明会資料 20

10）販売 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ４，１１５ ４，２０１ △８６ △２．１ ・

 

石油類の販売単価下落により、減収を見込む

・

 

ロジスティクス・サポート事業は好調を維持し、増益

見込み
ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ６５ ６４ １ １．７

利益率 １．６ １．５

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 １，９６８ ２，０８４ △１１６ △５．６ ２，１４７ ２，１１７ ２９ １．４

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３１ ２７ ３ １２．２ ３４ ３６ △２ △６．３

利益率 １．６ １．３ １．６ １．７

11）その他 （単位：億円、％）

通期
今回予想 前年実績対比

概況
16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 １，７６０ １，４３６ ３２３ ２２．６ ・

 

上半期は、日通ＮＥＣロジスティクス社が連結子会

社となった効果が継続ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３３ ２６ ７ ２６．７

利益率 １．９ １．８

上・下半期
上半期 下半期

 

（ご参考）

16/3期 15/3期 増減額 増減率 16/3期 15/3期 増減額 増減率

売上高 ８４８ ５３８ ３０９ ５７．５ ９１２ ８９７ １４ １．６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ９ ７ ２ ３０．８ ２３ １９ ４ ２５．２

利益率 １．１ １．４ ２．６ ２．１
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Ｃ.外部要因の前提

変動要素 連結業績への影響 前提条件

燃油費単価変動

 による影響
燃油費△４９．１億円

（費用減）

（前期年間平均）

軽油

 

：

 

８８．７０円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２７．０７円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油：

 

４９．５３円／ℓ（

 

６６．４７円）

使用量は前年と同量と想定

為替による影響

売上高

＋２３６．０億円

営業利益

＋７．７億円

（前期年間平均（※）

 

）

ＵＳＤ

 

：１１９．４０円

 

（１０５．８５円）

ＥＵＲ

 

：１３０．９０円

 

（１４０．４２円）

ＨＫＤ

 

：

 

１５．４０円

 

（

 

１３．６５円）

ＲＭＢ

 

：

 

１９．２０円

 

（

 

１７．１９円）

（※）前提となる為替レート及び前年同期レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地四半期実績に適用している。

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想
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Ⅴ.

 
配当の状況

配当性向の推移と予想
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する

 
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ

 
んのでご承知おきください。


	２０１５年３月期 決算説明会
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

